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第第第第 310310310310 回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院セミナーセミナーセミナーセミナー    

    

日日日日 時時時時：：：：    2020202015151515 年年年年 1111 月月月月 9999 日日日日((((金金金金))))    17171717 時時時時 30303030 分分分分~~~~19191919 時時時時 00000000 分分分分    

場場場場 所所所所：：：：    実習館実習館実習館実習館 2222 階階階階    総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所セミナールームセミナールームセミナールームセミナールーム    

演演演演 者者者者：：：：    塩屋塩屋塩屋塩屋    幸樹幸樹幸樹幸樹    氏氏氏氏    （（（（長岡技術科学大学長岡技術科学大学長岡技術科学大学長岡技術科学大学・・・・産学官連携研究員産学官連携研究員産学官連携研究員産学官連携研究員））））    

タイトタイトタイトタイトルルルル：：：：    Enterococcus faecalisEnterococcus faecalisEnterococcus faecalisEnterococcus faecalis におけるにおけるにおけるにおける small nonsmall nonsmall nonsmall non----coding RNAcoding RNAcoding RNAcoding RNA のののの    

探索探索探索探索とととと機能解析機能解析機能解析機能解析    

    

近年近年近年近年、、、、small non-coding RNA (sRNA)、、、、リボスイッチリボスイッチリボスイッチリボスイッチ、、、、transfer-messenger RNA 

(tmRNA)といったといったといったといった機能性機能性機能性機能性 RNA はははは、、、、翻翻翻翻訳後調節因子訳後調節因子訳後調節因子訳後調節因子としてとしてとしてとして注目注目注目注目されているされているされているされている。。。。特特特特にににに sRNA はははは、、、、

発生発生発生発生、、、、ストレスストレスストレスストレス耐性耐性耐性耐性、、、、病原性病原性病原性病原性などにおいてなどにおいてなどにおいてなどにおいて重要重要重要重要なななな役割役割役割役割をををを果果果果たすことがたすことがたすことがたすことが多多多多くのくのくのくの細菌細菌細菌細菌でででで報告報告報告報告されされされされ

ておりておりておりており、、、、創薬創薬創薬創薬ののののターゲットターゲットターゲットターゲットとしてとしてとしてとして期待期待期待期待されているされているされているされている。。。。細菌細菌細菌細菌はははは約約約約 300 のののの sRNA をををを保持保持保持保持するとするとするとすると推定推定推定推定ささささ

れておりれておりれておりれており、、、、そのそのそのその長長長長さはさはさはさは 50-400 塩基塩基塩基塩基でででで、、、、従来従来従来従来ののののタンパクタンパクタンパクタンパク質質質質ををををコードコードコードコードしていないしていないしていないしていない領域領域領域領域（（（（Intergenic 

Regions : IGRs））））ににににコードコードコードコードされているされているされているされている。。。。一般的一般的一般的一般的にににに sRNA はははは、、、、RNA シャペロンシャペロンシャペロンシャペロン（（（（Hfq））））などのなどのなどのなどの

RNA 結合結合結合結合タンパクタンパクタンパクタンパク質質質質をををを介介介介してしてしてして mRNA とととと結合結合結合結合することですることですることですることで、、、、そのそのそのその翻訳翻訳翻訳翻訳をををを阻害阻害阻害阻害あるいはあるいはあるいはあるいは促進促進促進促進してしてしてして

いるいるいるいるとととと考考考考えられているえられているえられているえられている。。。。 

    我我我我々々々々はははは、、、、日和見感染細菌日和見感染細菌日和見感染細菌日和見感染細菌であるであるであるである Enterococcus faecalis V583（（（（バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン耐性株耐性株耐性株耐性株））））をををを

対象対象対象対象にににに、、、、sRNA のののの同定同定同定同定とそのとそのとそのとその機能解析機能解析機能解析機能解析をををを試試試試みてきたみてきたみてきたみてきた。。。。IGRs ををををプローブプローブプローブプローブにににに用用用用いたいたいたいたカスタムカスタムカスタムカスタム

tiling microarray によりによりによりにより、、、、対数増殖期対数増殖期対数増殖期対数増殖期あるいはあるいはあるいはあるいは定常期定常期定常期定常期にににに発現発現発現発現しているしているしているしている 11 種類種類種類種類のののの sRNA をををを

同定同定同定同定したしたしたした。。。。3 つのつのつのつの sRNA がががが既知既知既知既知ののののアンチセンスアンチセンスアンチセンスアンチセンス RNA とととと、、、、2 つのつのつのつの sRNA がそれぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれ tmRNA

とととと SPR (signal recognition particle)にににに関関関関わるわるわるわる 4.5S RNA とととと相同性相同性相同性相同性があったがあったがあったがあった。。。。残残残残りのりのりのりの 6 つのつのつのつの

sRNA はははは、、、、新規新規新規新規 sRNA であったであったであったであった。。。。そこでそこでそこでそこで、、、、１１１１つのつのつのつの新規新規新規新規 sRNA 破壊株破壊株破壊株破壊株をををを作成作成作成作成したしたしたした結果結果結果結果、、、、翻訳翻訳翻訳翻訳にににに

関関関関わるわるわるわるタンパクタンパクタンパクタンパク質質質質のののの発現発現発現発現にににに影響影響影響影響がみられたがみられたがみられたがみられた。。。。さらにさらにさらにさらに、、、、同定同定同定同定したしたしたした各各各各 sRNA がががが感染時感染時感染時感染時ののののストレスストレスストレスストレス

条件下条件下条件下条件下（（（（pH, 酸化酸化酸化酸化、、、、尿素等尿素等尿素等尿素等））））でででで特異的特異的特異的特異的にににに発現発現発現発現していたことよりしていたことよりしていたことよりしていたことより、、、、病原性病原性病原性病原性にもにもにもにも関与関与関与関与することがすることがすることがすることが

示唆示唆示唆示唆されたされたされたされた。。。。またまたまたまた、、、、ストレスストレスストレスストレス条件下条件下条件下条件下でででで新新新新たにたにたにたに発現発現発現発現しているしているしているしている 75 のののの sRNA のののの存在存在存在存在もももも示唆示唆示唆示唆されたされたされたされた。。。。

さらにさらにさらにさらに我我我我々々々々はははは、、、、転写後調節転写後調節転写後調節転写後調節にににに関関関関わるわるわるわる RNA 結合結合結合結合タンパクタンパクタンパクタンパク質質質質にもにもにもにも着目着目着目着目しししし、、、、新新新新たにたにたにたに cold-shock 

RNA-binding protein (CspR)をををを同定同定同定同定したしたしたした。。。。さらにさらにさらにさらに、、、、CspR がががが E. faecalis のののの病原性病原性病原性病原性にににに重要重要重要重要なななな

因子因子因子因子であることもであることもであることもであることも明明明明らかにしたらかにしたらかにしたらかにした。。。。 

 

 

担当担当担当担当：：：：健康増進口腔科学健康増進口腔科学健康増進口腔科学健康増進口腔科学講座講座講座講座        吉田吉田吉田吉田     明弘明弘明弘明弘     


